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排肘掛取引．が始ま，れば、ご■・、故に行われるの  

が先勒取引ではなV・ゝでし躍うか。 

実はすでに排出権耽引が行わ牡てい皐葉国  

≡≡皇慧許禦彗蓋蓋藍  
来ると企業の買いが増え、・価格が上昇してい  

皐のです占．昨年町何だと、1旦月ごろには1ト  

ン約5－ドルと買掛＝比べ5劃以上価格が上が  

ってい－ますd 

日本でも排出権咽現物取引が行われれば需  

給によって傭格の変動は避けられず、その価  

格の変動によ昂リスクを防ぐため、先物取引  

が必要になってくる可能性は極めて大きいと  

いえます。そこで、その日に備え、商品取引  

所などが研究、検討を始めています。  

その1つが東京工業品取引所‾（東工取）で  

す占・京王取は原油、貴金属などの取引所とL  

て世界に知られていますが、今年1月「市槍  

構造研究所」を立ち上げ、本格的に研究に取  

り組み始めました。この研或所は東工取の専  

務理事を所長に、外部から大学教授など5人  

を招き、排出植取引、天候デリパティプなど、  

一般に「無体物」といわれる・ものの取引など  

について研究を進めています。  ・   

なかでも排出権耶引は経済産某省の委託を  

安け、「排出権取引■の国内制度」について研  

究中で、∴来年3月未までに研究報告書をまと  

めます。この受託研究は「特に先物取引には  

関係なく、望まLい制圧について幅広い見地  

から研究する」とLていますが、それとは別   

に畢工取軸自卑見抱から無借間の取引につい  

ても研究を進めたいとしてい草す。   

もう1つ、・・東京金融先物取引所も食指盾伸  

ばしています。とVlっても「ニ十ズがあった  

ら上場七たい」・と－は・してい皐も＿申の、「現物  

の畳替㌍弓坪ラ鮮麗壷洪帝王鵬行うか」 －ノー■．  

といった具体的な研究まで進んでいません。  
これも政府町方針がまだ固まって中予ないため、  

研究を進めにくいからです。ただ、環境省の  

行うている研究会のメンバーにはなっており、  

「いざ鎌倉」への備えは怠りあ■りません。   

先物取引は現物の価格変闇値ヘッジするの  

が大きな目的ですので、現物取引が行われな  

いことにはできません。－また、÷不特定多数が  

奉加する取引なので、取引が標準化され、権  

利町移転がはっきりす轟ことも必要です。と  

ころが、そこがまだ、はっきりLていないの  

で∴勤・奉に－くいのです。・て ′  ． 

また、商品取引所法では排出権なセ「無体  

物」の取引Ⅰ；ついての明確な規定がありませ  

‾・＋‘、ノ」 ん。所管官庁では、産秦穣適審藤岳が開催さ  
れ、商由改正も含め、商品先物血引御庄の  

今準のあ・り寿を稗計しポ嫁す。年内にも菓  

がまとま畠予定です如、そのなかで、無体物 －＼ 
． の取引にも触れ－られる可能性か強いようです。   
そうでなモ■車も、‾端物取引が始まれば、商  

品取引所法が改正さ埠ることも考えられ、先  

物取引の開始は時間垣間親といえるでしょ．う。   

そのとき、 

、Ll ジのために利便性、丁南海性の高いものになっ  

ていくことでLよう。  
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